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【活動の基本情報】 

 参加学生数：10名 

        1年生：2名、2年生：4名、3年生 4名） 

 活動期間：2018 年 5月～2023 年 1月 

 担当教員：永井隼人 

  

1．活動実施の経緯 

「  和歌山県岩出市は根来寺や和歌山県植物公園緑花セ

ンターなどを有し、また近年では道の駅ねごろ歴史の丘

を中心に観光振興に力を入れている。しかし、観光客の

市内での滞在時間が短いこと等が課題となっている。岩出市 LPPでは 2019 年度から岩出

市産業振興課、ねごろ歴史の丘管理協会と連携し、岩出市の抱える課題に取り組んでいる。

2019 年度は道の駅での利用者調査、スタンプラリーの開発、2020 年度は新型コロナウィ

ルス感染症の影響もあり、オンラインでの活動「 文献調査、事例研究、SNS 分析）を中心

に、道の駅での調査も一部実施した。2021 年度には、前年度に実施した SNS 分析の結果

を学術的にまとめなおし、7 月に開催された第 10 回観光学術学会学生ポスターセッショ

ンにて発表、優秀賞を受賞した。プログラム最終年度となる 2022 年度は、観光 PR 動画

の制作及び効果検証を主な活動とし、関係機関との連携を継続しながら活動を行うことと

なった。 

  

2．活動の内容 

 道の駅を拠点とし、根来寺など周辺を巡る観光 PR 動画「 ショート動画）の制作を行っ

た。制作した動画は、既存の観光発信コンテンツであるパンフレットと比較し、その効果

の検証を行った。分析結果は第 11 回観光学術学会学生ポスターセッションにて発表し、

最優秀賞を受賞した。 

  

3．活動を通じて 

 2022 年度も新型コロナウィルス感染症の影響もあり、現地での活動機会が少なくなっ

てしまったが、少人数での活動やオンラインでの活動を継続するなど、道の駅をフィール

ドに活動を継続することができた。参加学生は地域の方々と連携しながら、企画を考え、

動画制作に挑戦するなど、地域をフィールドに学ぶ貴重な経験を得ることが出来た。 

和歌山県岩出市 

道の駅「ねごろ歴史の丘」利用者促進調査 

   及び利用促進企画 
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4．成果ポスター



 

合同報告会 当日の様子 

 

和歌山県岩出市 

 

テーマ：道の駅「ねごろ歴史の丘」利用者調査及び利用促進企画 

岩出市のポスター発表では、LPPの活動を伝えること

ができたと感じる。コメントシートでは特に、動画制作

やそれについてのアンケート、アンケート結果の分析な

どについての感想が多かった。そのため、岩出市 LPPの

活動で、何をし、何を学んだのかを、発表を聞いてくだ

さる方々に伝えることができたと感じた。また、LPP内

で気づかなかったことや、新しい視点で意見しているコメントもあった。 

 交流会では、主に他のLPPでの活動を知ることが出来た。例えば、活動地域に何度も

行った、地域のイベントで着ぐるみを着たなど、様々な取り組みがあった。時間が短かっ

たのでできなかったが、詳しく知りたいと感じた。 

 交流会のテーマは、「「一年間の学びと今後に生かせること」であったが、LPPの活動が

多様であることから、学んだものも様々であった。共有された意見の中には、コミュニケ

ーション力がついた、伝える力がついたなどがあり、社会人になっても必要となる力がつ

いた人が多いと感じた。 


